
2012年 3月　5日（月）　20：00　KDup

『採用・就職活動の実態』と
『2013年卒予定者の就職環境・今後の傾向』をレポート

就職白書2012

＜調査対象＞全国の新卒採用を実施している従業員規模５人以上の企業　3000社に郵送にてアンケートを実施。
＜調査期間＞2011年12月14日〜2012年1月31日
＜回収社数＞776社（回収率25.9％）

＜調査対象＞民間企業を対象に就職活動を行った全国の大学4年生・大学院2年生の男女2464名。
＜調査期間＞2012年1月4日〜2012年1月10日
＜集計対象＞874人（回収率35.5％）

［調査概要］
企業調査

学生調査

2012年卒予定者の採用・就職活動を振り返る

東日本大震災の影響

2013年卒予定者の就職環境・今後の傾向を大予測！

【RERORT 1】 アイリスオーヤマ株式会社
【RERORT 2】 株式会社クロスカンパニー
【RERORT 3】 東北学院大学
【RERORT 4】 福島大学

【RERORT 5】 プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社
【RERORT 6】 株式会社ワークスアプリケーションズ
【RERORT 7】 慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス（SFC）
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※調査データは、％表示をする際に小数点第2位で四捨五入しているため、
　合計が100％と一致しない場合があります。
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２
０
１
２
年
卒
採
用
で
は
、「
震
災
の
影
響

で
企
業
活
動
が
停
滞
し
、
採
用
計
画
を
縮

小
す
る
の
で
は
」と
の
見
方
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
企
業
の「
採
用
計
画
に
対
す
る
充
足
状

況
」は
、
半
数
近
く
の
47
・
４
％
が「
計
画
通

り
」で
、
全
体
で
91
・
５
％
の
企
業
が「
ほ
ぼ

計
画
通
り
」と
い
う
結
果
に
。
ま
た
、
従
業

員
数
３
０
０
人
未
満
の
企
業
は
89
・
１
％
が
、

５
０
０
０
人
以
上
の
企
業
は
87
・
1
％
が「
ほ

ぼ
計
画
通
り
」。
企
業
の
規
模
に
お
い
て
も

大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
入
社
予
定

者
へ
の
満
足
度
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
非
常

に
満
足
」が
18
・
２
％
だ
っ
た
も
の
の
、「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
満
足
」は
52
・
０
％
。
全
体
の

70
・
２
％
の
企
業
が「
満
足
」の
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
一
方
、
学
生
の「
入
社
予
定
企
業
へ
の
満

足
度
」は
、
大
学
生
が
77
・
８
％
、
大
学
院

生
は
88
・５
％
が「
非
常
に
満
足
」「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
満
足
」と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
活
動
当
初
か
ら
の
第
１
志
望
企
業
に
入
社

予
定
」の
学
生
は
34
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

特
に
関
東
圏
の
文
系
学
生
は
27
・
７
％
と
低

い
。
逆
に
、
近
畿
圏
の
理
系
学
生
は
半
数

近
く
の
43
・
５
％
が
第
１
志
望
企
業
に
入
社

予
定
で
、
文
理
の
み
で
な
く
、
地
域
差
も

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
ち
な
み
に「
当

初
は
志
望
し
て
い
な
か
っ
た
企
業
に
入
社
予

定
」の
割
合
が
高
い
の
は
、「
民
間
企
業
に
就

職
予
定
の
文
系
大
学
生
」40
・
１
％
、「
文
系

の
女
子
大
学
生
」
41
・
４
％
で
、
約
４
割
。

全
体
で
は
約
３
分
の
１
の
学
生
が
、
当
初
は

志
望
企
業
で
は
な
か
っ
た
企
業
に
入
社
を
決

め
て
い
る
が
、
入
社
企
業
へ
の
満
足
度
で「
非

常
に
不
満
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
満
」と

回
答
し
た
の
は
、
大
学
生
で
５
・
１
％
、
大

学
院
生
で
２
・３
％
と
低
い
結
果
だ
っ
た
。

2012年卒予定者の採用・就職活動を振り返る

採
用
鈍
化
の
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、

「
ほ
ぼ
計
画
通
り
」の
結
果
に

未曾有の大災害、東日本大震災の影響で「2012年卒の採用活動は鈍化する」との見方もあった。
2012年卒採用を行った企業と就職活動を行った学生に実施したアンケート調査から、
採用や就職活動の全体像を振り返り、その傾向や変化の動向などを明らかにする。

ほぼ計画通り

採用計画に対する
充足状況

企業
2012年卒の
入社予定者への満足度

91.5%
計画より若干多い　
12.4％

満足

70.2%
「計画よりかなり少ない」と回答
した企業は、全体でわずか4.4
％のみ。採用鈍化の傾向は見
られなかった。

「どちらかというと不満」「非常に不満」
と回答した企業は10.8％。従業員数
5000人以上の企業では5.6％と、不
満度はさらに低かった。

入社予定企業は
当初からの第1志望だったか

学生

企業

入社予定企業への満足度

学生

満足

80.2%
「非常に不満」「どちらかというと不満」
は、大学生で5.1％、大学院生で
2.3％と極めて低く、活動当初の第1
志望企業でない場合でも最終的な満
足度は高い。

計画よりかなり多い
1.6％

計画通り　47.4％

計画より若干少ない
31.7％

現在選考中につき、
未定　1.4％

計画よりかなり少ない
4.4％

当初からの第1志望企業　
34.2％

当初は第2志望以下
の企業群
31.7％

当初は志望企業では
なかった
34.0％

学生の回答はそれぞれ3分の1
程度。 当初からの第1志望企
業に入社予定の学生は全体の
34.2％となった。

採用数について計画を
立てていない　0.9％

その他　0.3％
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2012年卒予定者の採用・就職活動を振り返る
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情報提供

説明会・セミナー
面接など対面での選考

エントリー受け付け

選考（書類や適性検査など）

内々定・内定の告知
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２
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５
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６
月

７
月

８
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９
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情報提供 2010 年 10月開始

説明会・セミナー2010 年 10月開始
面接 2011 年 2月開始

エントリー受付 2010 年 10月開始

選考 2011 年 2月開始

就職に関する情報収集

個別企業の説明会への参加
面接など対面での選考

エントリー

エントリーシートなどの書類提出

〜
５
月

2010 年
2011 年

10
月
〜

採用活動プロセスごと
の開始時期

企業

情報提供、エントリー受け付け開
始は2010年10月が最多で、と
もに６割以上。また、約3割の企
業が2011年４月に内々定出しを
開始。

（それぞれ単一回答）

就職活動プロセスごと
の開始時期の割合

学生

説 明 会 へ の 参 加 開 始 時 期は
2010年12月が最多で2割程度。
また、面接など対面での選考は、
2011年2月までに半数以上の学
生が経験している。

（％）

　

企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
時
期
は
、

「
前
年
と
同
じ
」が
69
・
５
％
。「
遅
い
」と
回

答
し
た
の
は
24
・０
％
で
、
そ
の
背
景
に
は
震

災
の
影
響
が
あ
り
、
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

前
年
に
比
べ
長
期
化
し
た
企
業
は
48
・
7
％

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。一
方
で
、
少
数
な
が
ら「
よ

り
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
い
」と
考
え
て

早
期
化
し
た
企
業
も
あ
り
、「
前
年
よ
り
早

い
」と
の
回
答
も
６
・５
％
あ
っ
た
。　

選
考
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
規
模
に
よ
る
大

き
な
違
い
は
な
く
、
エ
ン
ト
リ
ー
受
け
付
け

か
ら
説
明
会
、
書
類
選
考
、
筆
記
試
験
、

面
接
、
内
々
定
・
内
定
出
し
な
ど
は
、
ほ
と

ん
ど
の
企
業
が
実
施
。
う
ち
、
書
類
選
考

の
実
施
率
が
最
も
低
い
が
、
そ
れ
で
も
89
・９

％
で
、
従
業
員
５
０
０
０
人
以
上
の
企
業
で

は
、
１
０
０
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
の
採
用
活
動
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の
開
始

時
期
を
見
る
と
、「
情
報
提
供
」に
お
い
て
は

２
０
１
０
年
10
月
の
開
始
が
最
も
多
く
、
学

生
の「
情
報
収
集
」開
始
時
期
も
同
様
。
し

か
し
10
年
10
月
ま
で
に
、
情
報
提
供
を
開
始

し
た
企
業
は
70
・
６
％
で
、
情
報
収
集
を
開

始
し
た
学
生
は
65
・
０
％
だ
か
、
学
生
の
37
・

２
％
は
10
年
９
月
ま
で
に
情
報
収
集
を
開
始

し
て
い
る
。
10
年
9
月
ま
で
に
情
報
提
供
を

開
始
し
た
企
業
が
、
わ
ず
か
２
・８
％
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
一
部
の
学
生
の
就
職
活

動
に
関
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
を
行
っ
た
学
生
は
、
26
・

８
％
で
、
実
施
し
た
学
生
は
平
均
４・２
人
を

訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
昨
今

話
題
と
な
っ
て
い
る
W
ｅ
ｂ
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
の
個
別
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
は
、
36
・

６
％
の
学
生
に
利
用
経
験
が
あ
っ
た
。
実
施

し
た
学
生
は
平
均
で
３
・
５
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
・セ
ミ
ナ
ー
を
利
用
し
た
。

学
生
の
約
３
割
は
、
９
月
ま
で
に

情
報
収
集
を
開
始

（それぞれ単一回答）（％）
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採用広報で力を入れていた項目

企業

社会や地域に貢献している

仕事や研修を通じて専門知識や技術が身につく

企業戦略やビジョンが優れている

世の中に影響を与える仕事ができる

裁量権（責任）のある仕事を任せてもらえる

自分のやりたい仕事ができる

雇用が安定している（失業の心配がない）

仕事の成果や業績が正当に評価される

職場に活気がある

技術や特許など多くの知的財産を持っている

たくさんの優良顧客を持つ

その企業の商品・サービスになじみがある

給与・福利厚生など待遇がよい

仕事を通して幅広い人脈が形成できる

順調に業績を伸ばしている

優秀な人材が多い

自分の経験・専門が生かせる

経営者が魅力的である

売り上げや利益が高い

勤務地

自社ビルや設備・施設が充実している

会社の拘束時間が短く、自由度が高い

職場が美しく快適である

企業そのものや商品がブランドとして
広く認知されている

仕事や研修を通じてグローバルに
通用する力が身につく

家族・友人などにその企業に
勤めていることを自慢できる

（3つまで回答）（3つまで回答）

※企業データは無回答を除き集計

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

10位

12位

13位

13位

15位

16位

16位

18位

19位

20位

21位

22位

22位

24位

25位

26位

41.3％

20.7％

16.4％

15.0％

14.9％

12.5％

12.3％

11.1％

11.0％

10.2％

10.2％

9.9％

8.7％

8.7％

8.0％

7.4％

7.4％

5.8％

4.0％

3.4％

3.1％

2.6％

2.6％

0.6％

0.5％

0.4％

6位

9位

4位

12位

26位

1位

5位

16位

15位

8位

22位

19位

17位

25位

1位

21位

7位

13位

11位

14位

10位

3位

20位

23位

18位

24位

39.4％

31.0％

47.3％

24.5％

9.7％
56.3％

46.7％

22.5％

23.0％

15.8％

35.6％

21.5％

12.6％
56.3％

16.4％

36.6％

23.9％

26.5％

23.2％

29.1％

49.4％

16.5％

15.1％

20.1％

14.6％

17.3％

志望企業を考えるときの重視項目

学生

　

企
業
が
採
用
広
報
で
力
を
入
れ
て
い
た
項

目
の
１
位
は「
社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
」。
半

数
近
い
41
・
３
％
の
企
業
が
重
視
し
て
い
る
。

次
い
で「
専
門
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
く
」

「
優
れ
た
企
業
戦
略
や
ビ
ジ
ョ
ン
」と
い
う
結

果
が
出
た
。
し
か
し
、
学
生
が
志
望
企
業

を
考
え
る
と
き
に
重
視
す
る
項
目
は
、「
や
り

た
い
仕
事
が
で
き
る
」「
給
与
・
福
利
厚
生
な

ど
待
遇
が
よ
い
」が
56
・３
％
で
同
率
で
１
位
。

次
い
で
、「
勤
務
地
」の
49
・
４
％
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
雇
用
の
安
定
」に
つ
い
て
も
46
・

７
％
が
重
視
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
企
業

が
重
視
し
て
い
る
社
会
貢
献
や
企
業
戦
略
に

つ
い
て
も
、
4
割
前
後
の
学
生
が
重
視
し
て

は
い
る
が
、
企
業
全
体
の
こ
と
よ
り
も
、
自

分
自
身
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
を
優
先
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、
企
業
の

考
え
方
と
学
生
の
間
に
は
ズ
レ
が
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
重
視
し
て
い
る
学
生

が
少
な
か
っ
た
の
は「
裁
量
権
の
あ
る
仕
事

を
任
せ
て
も
ら
え
る
」で
、
９
・
７
％
。
ま
た
、

「
仕
事
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
力
が
身
に
つ

く
」と
い
う
項
目
も
12
・
６
％
で
、
職
場
の
美

観
や
会
社
の
施
設
の
充
実
な
ど
へ
の
回
答
よ

り
も
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
採
用
基
準
と
し
て
重
視

す
る
点
と
、
学
生
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
内
容
に

も
大
き
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
学
生
の
回
答
で
は

「
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
」が
最
も
多
く
、
47
・１
％

だ
が
、
企
業
の
回
答
で
は
23
・９
％
に
と
ど
ま

り
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
所
属
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
活

動
、
海
外
経
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
な
ど

も
同
様
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
企
業
の
回

答
で
は
圧
倒
的
に「
人
柄
」が
多
く
、
90
・
１

％
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
多
く

の
学
生
が
自
分
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

企
業
の
考
え
方
と

学
生
の
価
値
観
に
ズ
レ
が
あ
る
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2012年卒予定者の採用・就職活動を振り返る
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採用で重視する項目

企業

人柄

その企業への熱意 

今後の可能性

性格適性検査の結果

能力適性検査の結果

大学で身につけた専門性

アルバイト経験

学部・学科

大学での成績

語学力

大学名

大学入学以前の経験や活動

所属クラブ・サークル

知識試験の結果

取得資格

所属ゼミ・研究室

ボランティア経験

海外経験

趣味・特技

その他

パソコン経験

OB・OG・紹介者とのつながり

（複数回答）（複数回答）

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

18位

19位

20位

21位

22位

90.1％2位

3位

10位

20位

19位

5位

1位

11位

9位

17位

14位

13位

4位

22位

8位

7位

12位

15位

6位

18位

16位

20位

37.0％

アピールした項目

学生

72.0％

70.7％

40.4％

38.9％

24.4％

23.9％

23.0％

18.5％

17.8％

12.5％

11.6％

10.9％

10.5％

8.9％

6.8％

6.3％

5.7％

5.0％

4.3％

2.7％

1.3％

29.7％

11.7％

1.8％

2.2％

47.1％

27.2%

11.2％

13.0％

6.3％

8.0％

8.5％

29.5％

1.6％

15.0％

17.6％

10.2％

7.9％

23.7％

2.3％

7.6％

1.8％

内定取得率

内定取得した企業の総数

学生

69.9%
2社以上の内定を得た学生は内定
取得者の38.5％。内定を2社以
上保持していた理由のトップは、

「同時期に複数の内定が出たか
ら」だった。

1社　61.5％

業種 21.1%
職種 14.8%
一緒に働きたいと思える人が
いるかどうか 13.4%

2社以上に内定した学生の
入社企業の決定条件TOP3

学生

「業種」「職種」という、自分の仕事内容
に関係するものが上位で、全体の3割以
上を占める結果に。

2社
20.8％

6社以上　1.8％

5社　2.5％

4社　3.9％

3社　9.5％

る
が
、
経
験
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
経
験

に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
、
自
分
の
人

柄
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
企
業

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　

２
０
１
１
年
12
月
の
調
査
時
点
で
69・９
％

の
学
生
が
内
定
を
取
得
。
属
性
別
で
は
、

大
学
生
66
・２
％
、
大
学
院
生
88
・０
％
が
内

定
を
取
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
定
取
得
者

の
平
均
内
定
社
数
は
１
・
８
社
だ
っ
た
。
内

定
取
得
者
の
61
・５
％
が
1
社
の
み
の
内
定
で
、

2
社
の
内
定
を
得
て
い
る
学
生
は
20
・
８
％
、

３
社
で
は
９
・５
％
と
、
内
定
社
数
が
増
え
る

に
つ
れ
、
割
合
は
低
く
な
る
が
、
6
社
以
上

の
内
定
を
得
て
い
る
学
生
も
１
・
８
％
い
る
。

2
社
以
上
の
内
定
を
得
て
い
る
学
生
は
、
12

月
の
時
点
で
94
・
０
％
が
内
定
を
辞
退
し
て

お
り
、
入
社
予
定
企
業
と
内
定
を
辞
退
し

た
企
業
を
比
較
す
る
際
に
、
最
も
重
視
し
て

い
る
条
件
の
ト
ッ
プ
3
は
、「
業
種
」（
21
・
１

％
）、「
職
種
」（
14
・８
％
）、「
一
緒
に
働
き
た
い

と
思
え
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
」（
13
・
４
％
）

だ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
学
生
全
体
の
志
望
企

業
の
重
視
項
目
に
お
け
る
調
査
で
も
、
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
最

も
重
視
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

た
め
、
学
生
に
と
っ
て
業
種
や
職
種
な
ど
が

決
定
条
件
の
上
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
う

な
ず
け
る
。
ま
た
、
２
社
以
上
に
内
定
し
た

学
生
の
決
定
条
件
の
４
位
は「
勤
務
地
」

（
11
・
０
％
）、
５
位
は「
給
与
水
準
」（
９
・
６

％
）と
な
っ
て
お
り
、
先
に
紹
介
し
た
、
学
生

全
体
の
志
望
企
業
の
重
視
項
目
と
は
異
な

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、
学
生
の
価
値
観
は「
自

分
の
や
り
た
い
仕
事
と
マ
ッ
チ
す
る
か
ど
う

か
」を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

学
生
が
価
値
観
を
見
出
す
の
は

「
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
」



6

東日本大震災の影響
2012年卒の就職・採用活動を振り返る上で、はずすことができないのが、2011年3月11日に起こった

東日本大震災の影響。震災は、企業・学生に実際にどのような影響を与えたのか？
また、被災地の企業や大学、被災地向けの選考活動を実施した企業の取り組みなども紹介する。

新卒採用活動への
震災の影響

影響があった

60.2%
最も影響があったのは、関東エリアの
74.5％。中国・四国・九州エリアを除
いたすべての地域で、約半数以上か
ら70％程度の企業が「影響があった」
としている。

企業 　

東
日
本
大
震
災
の
採
用
活
動
に
対
す
る

影
響
は
大
き
く
、
半
数
を
大
き
く
上
回
る

60・２
％
の
企
業
が「
影
響
が
あ
っ
た
」と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
る
差
も
大
き

く
、
関
東
エ
リ
ア
で
は
74
・
5
％
、
北
海
道
・

東
北
エ
リ
ア
で
は
70
・８
％
の
企
業
の
採
用
活

動
に
影
響
が
あ
っ
た
。
全
国
で
最
も
影
響
が

少
な
か
っ
た
地
域
は
、
中
国
・
四
国
・
九
州
エ

リ
ア（
25
・
2
％
）、
次
い
で
中
部
エ
リ
ア（
44
・

９
％
）と
な
っ
て
い
る
。
津
波
や
原
発
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
を
受
け
た
、
岩
手
・
宮
城
・

福
島
の
地
域
に
限
定
す
る
と
、
回
答
し
た

企
業
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
が
、
87
・０
％
も

の
企
業
が「
影
響
が
あ
っ
た
」と
回
答
し
て
い

る
。
現
地
の
交
通
機
関
の
麻
痺
な
ど
が
あ

　

今
回
の
震
災
で
は
、
当
社
の
仙
台
本

社
や
近
郊
に
あ
る
主
力
工
場
が
被
災
し

た
上
、
電
力
の
供
給
停
止
に
よ
る
影
響

も
受
け
、
一
時
的
に
操
業
が
ス
ト
ッ
プ
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
早
期
に
通
常
操
業

に
戻
れ
る
と
予
想
で
き
ま
し
た
し
、
何

よ
り
、
東
北
の一
企
業
と
し
て
、
被
災
地

で
あ
る
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
体

に
元
気
を
与
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
の
で
、
い
か
に
早
く
採
用
活
動
を
再

開
し
、
通
常
サ
イ
ク
ル
に
戻
す
か
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
震
災
直
後
に
は
電
気
な

ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
や
交
通
機
関
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
地
元
の
学
生
が
動

く
こ
と
は
ま
ま
な
ら
ず
、
一
方
で
当
社
の

人
事
担
当
が
東
京
や
大
阪
に
行
く
こ
と

も
で
き
な
い
状
況
に
。
約
1
カ
月
半
は

採
用
活
動
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
再

開
で
き
た
の
は
4
月
下
旬
の
こ
と
で
し

た
。
震
災
の
影
響
の
た
め
か
、
例
年
よ

り
も
学
生
の
離
脱
率
は
高
く
、
エ
ン
ト
リ

ー
者
の
総
数
も
、
例
年
よ
り
3
0
0
名

程
度
減
少
し
ま
し
た
が
、
選
考
を
受
け

る
学
生
た
ち
の
意
欲
は
非
常
に
高
く
、

熱
意
あ
る
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
中
に
は
、
被
災
地
の
企
業
に

対
し
て
将
来
の
不
安
を
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
社
は
、

現
在
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
L
E
D
照
明
事
業
や
、
家
電
・
飲

料
な
ど
幅
広
い
生
活
用
品
を
手
が
け
る

新
事
業
な
ど
、
続
々
と
新
た
な
事
業
展

開
を
し
、
業
績
も
急
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
大
に
伴
い
、

2
0
1
3
年
卒
の
採
用
活
動
で
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
大
幅
な
増
員
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
当
社
に
は「
常
に
変
化
に
対
応

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
企
業
体
質
」

が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
で
、
被
災
の
影
響

は
事
業
計
画
や
今
後
の
展
開
に
お
い
て
、

ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
社
社
長
の
大
山
は「
変
化
を
い
ち

早
く
察
知
し
、
変
化
の
先
頭
を
走
る
」

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

新
し
い
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
る
会
社
で
あ
り
た
い
。
そ

し
て
、
こ
の
考
え
を
共
有
し
て
一
緒
に
突

き
進
ん
で
い
け
る
人
材
を
集
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
の
影
響
に
か
か
わ
ら
ず
、
採
用
数
拡
大
へ
。

常
に
変
化
に
挑
戦
し
、
次
の
成
長
を
目
指
す

アイリスオーヤマ株式会社
人事部
マネージャー
倉茂基一さん

半
数
以
上
に「
影
響
は
あ
っ
た
」。

地
域
ご
と
の
格
差
も
見
ら
れ
た

り
、
採
用
活
動
も
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
動
車
関
連
や
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
工

場
が
多
い
地
域
で
も
あ
っ
た
た
め
、
ほ
か
の
エ

リ
ア
に
本
社
を
置
く
企
業
に
も
、
少
な
か
ら

ぬ
影
響
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
学
生
の
声

に
も
、「
自
動
車
関
係
の
企
業
に
絞
っ
た
結
果
、

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
選
考
に
遅
れ
が
出
て

い
る
」（
金
沢
工
業
大
学
）、「
製
造
業
へ
の
就

職
を
考
え
て
い
る
が
、
震
災
の
影
響
で
1
カ

月
ほ
ど
選
考
時
期
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
」（
東
海
大
学
）な
ど
が
。
ま
た
関
東
エ

リ
ア
で
も
、
震
災
後
の
混
乱
や
計
画
停
電
な

ど
の
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
。
学
生
か
ら

は「
新
卒
採
用
を
見
直
す
企
業
や
中
止
に
し

た
企
業
が
多
く
、
選
択
肢
が
狭
め
ら
れ
た
」

（
文
京
学
院
大
学
）、「
第
1
志
望
群
の
企
業

が
採
用
を
中
止
し
た
」（
慶
應
義
塾
大
学
）な

ど
の
声
が
。
地
域
間
の
格
差
を
感
じ
る
学

生
も
い
た
よ
う
で
、「
震
災
後
も
西
日
本
で
は

通
常
通
り
に
選
考
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
東

日
本
は
だ
い
ぶ
長
く
選
考
が
止
ま
っ
て
い
て

不
安
」（
中
央
大
学
）と
答
え
る
学
生
も
。
ち

な
み
に
、
直
接
的
な
被
害
の
な
か
っ
た
近
畿

エ
リ
ア
で
も
、
半
数
以
上
の
企
業
が「
影
響

が
あ
っ
た
」と
回
答
。
学
生
か
ら
は「
震
災
で

選
考
が
延
期
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
は
な

い
」（
大
阪
国
際
大
学
）と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、

「
今
回
の
震
災
が
就
職
活
動
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」（
近
畿
大
学
）

と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

　

採
用
活
動
の
期
間
も
長
引
く
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
１
年
卒
と
の
比
較
で
は
、
全
体

の
半
数
近
い
48
・７
％
の
企
業
が「
長
い
」と
の

回
答
に
。
時
期
が
変
化
し
た
理
由
と
し
て
は
、

や
は
り「
震
災
の
影
響
」を
挙
げ
る
企
業
が

多
く
、
73
・
4
％
も
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、「
短

採
用
選
考
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

「
説
明
会
・セ
ミ
ナ
ー
」「
面
接
」に
影
響
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東日本大震災の影響

2012年 3月　5日（月）　20：00　KDup

　

当
社
は
、
震
災
の
直
後
か
ら
、
被
災

地
へ
の
衣
料
提
供
や
義
援
金
募
金
箱
の

設
置
な
ど
、
迅
速
に
支
援
活
動
を
進
め
、

当
社
社
長
の
石
川
自
ら
も
被
災
地
に
向

か
い
、
被
災
し
た
社
員
の
自
宅
に
支
援

物
資
を
届
け
に
行
き
ま
し
た
。
石
川
は

現
地
の
実
情
を
知
り
、
物
的
支
援
は
一

時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
、
長

期
支
援
と
し
て
被
災
地
枠
の
雇
用
を
行

う
決
断
を
下
し
ま
し
た
。

　

4
月
中
旬
の
時
点
で
、
東
北
地
区
特

別
採
用
枠
と
し
て
1
0
0
名
の
中
途
採

用
を
決
定
。
当
社
で
社
宅
を
完
備
し
、

引
っ
越
し
な
ど
も
負
担
、
希
望
者
に
は

１
年
後
に
U
タ
ー
ン
就
職
も
可
能
に
す

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
体
制
を

整
え
、
石
川
自
ら
が
面
接
選
考
に
臨
み

ま
し
た
。
ま
た
、
新
卒
採
用
枠
に
お
い

て
も
、
2
0
1
2
年
卒
は
予
定
通
り
に

4
0
0
名
と
し
、
東
北
地
区
特
別
採
用

枠
と
し
て
30
名
の
採
用
増
員
も
決
定
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
不
安
定
な
状
況
の
中
、
当

社
自
体
も
全
国
の
半
数
以
上
の
店
舗
が

被
災
し
、
新
規
出
店
計
画
も
ス
ト
ッ
プ
。

採
用
数
の
大
幅
増
員
に
は
リ
ス
ク
も
あ

り
ま
し
た
が
、
復
興
の
メ
ド
が
立
た
な
い

状
況
の
中
、
企
業
が
動
く
こ
と
を
や
め

れ
ば
、
経
済
の
復
興
も
遅
れ
て
し
ま
う

と
考
え
て
の
決
断
で
し
た
。
当
社
は
以

前
か
ら
砂
漠
の
緑
化
な
ど
、
社
会
貢
献

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
で
き
る

範
囲
で
支
援
を
行
う
こ
と
は
自
然
の
流

れ
で
あ
り
、
企
業
の
使
命
の
一
環
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、

中
途
採
用
、
新
卒
採
用
と
も
に
、
志
望

者
の「
働
き
た
い
」と
い
う
高
い
意
欲
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
被
災
地
外
で
は
、

「
ア
パ
レ
ル
の
仕
事
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？
」と
い
う
質
問
が
多
く

あ
り
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
貢
献
が
し

た
い
と
考
え
る
学
生
が
増
え
た
と
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は「
人
の
役

に
立
ち
た
い
」と
い
う
思
い
を
、
普
段
の

仕
事
を
通
じ
て
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
接
客
や
商
品
を
通
じ
、

誰
か
の
生
活
や
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と

で
も
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
は
で
き
る
。

学
生
に
は
、
自
分
自
身
の
意
思
を
持
っ

て
働
け
る
場
を
探
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

物
的
支
援
の
み
な
ら
ず
、
企
業
と
し
て

被
災
地
特
別
採
用
枠
で
復
興
を
支
援

株式会社クロスカンパニー
管理本部　人事部　採用チーム
課長　二宮朋子さん

エントリー受け付け

説明会・セミナー

書類選考

適性検査・筆記試験

面接

内々定・内定出し　

11.8％

影響があった
採用活動プロセス

企業

56.0％

30.4％

43.2％

62.8％

55.5％

最も影響を受けなかったのは「エントリー
受け付け」で11.8％。震災前に開始して
いた企業が多かったようだ

い
」と
回
答
し
た
企
業
も
1
割
近
く
あ
っ
た

が
、
そ
の
理
由
の
ト
ッ
プ
も
、
同
じ
く「
震

災
の
影
響
」で
あ
っ
た
。
震
災
の
影
響
が
あ
っ

た
採
用
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
1
位

が
面
接（
62
・
８
％
）、
2
位
が「
説
明
会
・
セ

ミ
ナ
ー
」（
56
・
０
％
）、
３
位
が「
内
々
定
・
内

定
出
し
」（
55
・
５
％
）と
な
っ
て
い
る
。
通
常

サ
イ
ク
ル
で
は
3
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
５
月
下

旬
ご
ろ
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
説
明
会
や
面

接
が
、
そ
の
ま
ま
ズ
レ
込
ん
で
い
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
学
生
か
ら
は
、「
説
明
会
な
ど
の
日

程
が
震
災
に
よ
り
延
期
に
な
っ
た
が
、
振
り

替
え
日
が
１
日
し
か
な
く
、
参
加
し
た
く
て

も
都
合
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」（
敬
愛
大

学
）、「
震
災
や
計
画
停
電
な
ど
の
影
響
で
、

説
明
会
や
選
考
会
が
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」（
専
修
大
学
）な
ど
の
切
実

な
声
も
。　

一
方
、
２
０
１
１
年
卒
と
比
較

し
た
採
用
期
間
を「
同
じ
」と
回
答
し
た
企

業
も
41
・
5
％
あ
る
た
め
、
選
考
を
実
施
す

る
時
期
の
バ
ラ
つ
き
に
学
生
が
苦
し
む
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
震
災
の
影
響
で
選
考

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
困
る
。

遅
れ
る
な
ら
遅
れ
る
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

ほ
し
い
」（
成
蹊
大
学
）な
ど
の
不
満
だ
け
で

な
く
、「
震
災
に
よ
る
影
響
で
、
採
用
を
止

め
る
企
業
と
進
め
る
企
業
が
出
て
き
た
た
め
、

自
分
の
行
く
先
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」（
慶
應

義
塾
大
学
）と
い
う
学
生
も
。「
地
震
の
対
応

に
よ
っ
て
真
の
企
業
姿
勢
が
見
え
た
。
地
震

当
日
に
対
応
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
企
業
も

あ
り
、
危
機
管
理
能
力
が
非
常
に
優
れ
て
い

る
と
感
じ
た
」（
筑
波
大
学
）と
の
声
も
あ
り
、

企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
か
ら
企
業
姿
勢

を
感
じ
る
学
生
も
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、

被
災
地
に
本
社
を
置
き
な
が
ら
採
用
数
を

拡
大
し
た
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
と
、
被
災
地

支
援
の
採
用
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
た
ク
ロ

ス
カ
ン
パ
ニ
ー（
本
社
・
岡
山
県
）に
、
そ
の
考

え
を
聞
い
た
。

（複数回答、無回答を除き集計）
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自分の就活に影響があった

影響があった

60.9%
被災地の直接的な影響、計画停電
などによる影響などで、企業の採用
活動が延期や中止になるケースも多く
見られた。

学生

　

学
生
た
ち
の
就
職
活
動
に
お
い
て
も
、
震

災
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。「
影
響
が
あ
っ
た
」

「
や
や
影
響
が
あ
っ
た
」と
の
回
答
が
全
体
で

60
・
９
％
と
な
り
、
半
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

学
生
の
現
住
所
の
エ
リ
ア
別
に
見
る
と
、
北

海
道
・
東
北
エ
リ
ア
が
70
・
３
％
と
、
最
も
影

響
を
受
け
て
い
る
。
被
災
地
が
含
ま
れ
る
地

域
の
た
め
、
学
生
本
人
が
被
災
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
れ
ば
、
志
望
企
業
の
被
災
状
況
や
交

通
の
麻
痺
な
ど
が
影
響
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。「
震
災
の
影
響
で
、
志
望
度
の

高
い
企
業
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
が
出
せ
な
か

っ
た
」（
宮
城
大
学
）、「
選
考
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
企
業
が
多
く
、
東
北
の
学
生
は
選
考
が

遅
れ
て
い
る
」（
東
北
学
院
大
学
）、「
青
森
在

　

今
回
の
震
災
で
は
、
本
学
の
多
く
の

学
生
が
被
災
し
ま
し
た
。
津
波
で
自
宅

を
流
さ
れ
た
学
生
、
ご
家
族
を
亡
く
し

た
学
生
、
就
職
活
動
で
出
か
け
た
東
京

で
被
災
し
、
帰
宅
困
難
と
な
っ
た
学
生

も
い
ま
し
た
。
大
学
側
は
、
学
生
の
安

否
確
認
を
取
る
努
力
を
続
け
、
全
学
生

の
状
況
を
把
握
し
た
後
、
被
災
学
生
に

向
け
た
授
業
料
の
減
免
措
置
や
緊
急
奨

学
金
制
度
、
就
職
活
動
の
交
通
費
補
助

な
ど
の
救
済
支
援
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
は
、
学
生
の
被
災
状
況

に
よ
り
、
大
き
な
差
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

被
災
し
て
い
な
い
学
生
は
3
月
中
も
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

津
波
で
自
宅
を
流
さ
れ
た
学
生
は
携
帯

電
話
も
パ
ソ
コ
ン
も
ス
ー
ツ
も
失
い
、
避

難
所
な
ど
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
と
て
も
活
動
で
き
る
状
況
で
は

な
か
っ
た
。
大
学
側
で
も
な
ん
と
か
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
考
え
、
施
設
の
開
放
や
、

生
活
や
就
職
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

対
応
を
行
い
、
有
志
の
方
が
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
ス
ー
ツ
や
靴
を
希
望
者
に
手

渡
す
な
ど
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北

地
区
28
大
学
が
加
盟
す
る「
東
北
地
区

私
立
大
学
就
職
問
題
協
議
会
」で
は
、

8
月
に
全
国
2
0
0
社
の
企
業
を
集
め
、

大
学
職
員
手
づ
く
り
の
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
な
2
0
1
2
年
卒
の
内
定
率

は
調
査
中
で
す
が
、
例
年
よ
り
微
増
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
2
0
1
1
年
卒

は
内
定
取
り
消
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、

企
業
自
体
が
津
波
被
害
を
受
け
た
な
ど
、

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
で
、
東
北
の
学
生
た
ち
の

就
業
観
は
大
き
く
変
化
し
た
と
感
じ
ま

す
。
大
手
志
向
で
は
な
く
、
中
小
企
業

に
も
目
を
向
け
、「
生
き
て
い
く
た
め
に
、

と
に
か
く
働
き
た
い
」と
い
う
前
向
き
な

意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
一
方
で
、
人
の
役
に
立
て
る
仕
事
が

し
た
い
と
考
え
る
学
生
も
増
え
ま
し
た
。

失
わ
れ
た
も
の
の
大
き
さ
を
知
り
、
周

囲
と
助
け
合
う
経
験
を
し
た
こ
と
で
、

仕
事
に
対
す
る
意
識
や
考
え
方
も
変
化

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
悲
し
み

を
乗
り
越
え
、
多
く
の
出
来
事
に
向
き

合
っ
た
結
果
、「
働
く
こ
と
へ
の
前
向
き
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

失
わ
れ
た
も
の
の
大
き
さ
を
知
り
、

学
生
の
「
就
業
観
」
が
前
向
き
に
変
化
し
た

東北学院大学
就職部　就職課　課長
桔梗元子さん
ききょう・もとこ

採
用
活
動
の
遅
れ
だ
け
で
な
く
、

震
災
に
よ
る
精
神
的
な
影
響
も

住
で
東
京
の
企
業
志
望
だ
が
、
東
北
新
幹

線
が
運
行
し
て
い
な
い
た
め
、
移
動
に
時
間

が
か
か
る
」（
北
里
大
学
）な
ど
の
声
と
と
も

に
、「
地
震
に
よ
り
、
自
分
の
中
の
時
間
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
」（
東
北
福
祉
大
学
）な
ど
、

精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
活
動
停
止
す
る
被

災
地
の
学
生
も
い
た
。　

関
東
エ
リ
ア
は
2

番
目
に
多
く
、
68
・
７
％
の
学
生
が
影
響
を

受
け
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
多
く
は
選
考
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
延
期
や
バ
ラ
つ
き
に
あ
る
よ
う

だ
。「
地
震
で
面
接
が
延
期
と
な
り
、
意
欲

が
低
下
。
活
動
が
長
期
化
す
る
中
、
い
つ
ま

で
続
け
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
」（
成
城
大
学
）

と
い
う
学
生
が
。
ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
た
い
思
い
は
あ
っ
て
も
、
採
用
活
動
延

期
や
中
止
に
よ
っ
て
か
な
わ
な
い
こ
と
が
つ
ら

い
」（
法
政
大
学
）と
い
う
葛
藤
を
抱
え
る
学

生
も
い
た
。
ま
た
、
直
接
的
な
被
災
の
な
い

中
部
や
関
西
、
中
国
・
四
国
・
九
州
エ
リ
ア
の

学
生
も
、
50
％
以
上
が
影
響
を
受
け
て
い
る

と
答
え
た
。「
直
接
被
災
し
た
地
域
で
は
な
い

が
、
阪
神
大
震
災
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し

て
気
分
が
暗
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で

選
考
を
受
け
て
も
通
ら
な
い
の
で
は
と
不
安

に
」（
大
阪
教
育
大
学
）、「
自
分
は
被
災
し
て

い
な
い
が
、
地
震
の
与
え
た
影
響
が
大
き
く
、

就
職
活
動
の
意
欲
が
失
わ
れ
た
」（
奈
良
大

学
）な
ど
、
混
乱
す
る
社
会
の
状
況
に
不
安

感
を
増
す
学
生
も
多
く
い
た
よ
う
だ
。

　

震
災
の
具
体
的
な
影
響
と
し
て
は
、「
企

業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
」と
回
答
す

る
学
生
が
最
も
多
く
、
83
・
３
％
に
。「
自
分

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
ズ
レ
に
不
安
を
感
じ
た
」

（
千
葉
大
学
）、「
就
職
活
動
の
終
わ
り
が
さ

ら
に
見
え
な
く
な
り
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」（
文
京
学
院
大
学
）な
ど
の
精
神

面
の
影
響
だ
け
で
な
く
、「
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

選
考
時
期
の
変
化
と
長
期
化
で

不
安
や
納
得
の
い
か
な
い
思
い
が
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本
学
の
学
生
は
、
全
体
の
4
割
程
度

が
地
元
の
出
身
で
、
例
年
、
そ
の
う
ち

の
7
割
が
地
元
に
残
り
ま
す
。
特
に
地

元
志
向
が
強
い
学
生
は「
教
員
」「
公
務

員
」「
地
元
の
金
融
機
関
」の
み
に
目
を

向
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
震
災
の
影
響
で
、
避
難
地
域
の

役
場
が
移
転
を
し
た
り
、
県
内
の
教
員

採
用
が一
部
見
送
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
地

元
金
融
機
関
が
被
災
す
る
な
ど
も
あ
り
、

自
分
が
想
定
し
て
い
た
仕
事
と
は
違
う

道
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
が
学
生
の
視
野
を
広

げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

近
県
の
中
小
企
業
や
首
都
圏
で
の
教
員

採
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
学
生
も
増

え
ま
し
た
。
偏
っ
た
職
業
イ
メ
ー
ジ
や
地

元
志
向
を
持
つ
学
生
に
と
っ
て
は
、
就

職
活
動
の
幅
を
広
げ
る
結
果
に
な
っ
た

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
に
も
被
災
し
た
学
生
が

い
ま
し
た
が
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
、

震
災
で
感
じ
た
思
い
を
面
接
の
強
み
に

で
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。
一
方
で
、
震

災
の
影
響
を
活
動
停
止
の
言
い
訳
に
す

る
学
生
も
い
た
よ
う
で
す
。
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
障
害
を
乗
り
越

え
て
適
応
し
て
い
く
か
ど
う
か
は
、
本
人

の
考
え
方
と
工
夫
次
第
と
い
っ
た
面
も
あ

り
ま
す
。
学
生
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
な
目
を
持
っ
て
活

動
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

日
本
全
体
の
新
規
学
卒
採
用
活
動
に

つ
い
て
も
、「
震
災
」が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
直
接
的
な
影
響
は

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ

も
そ
も
リ
ー
マ
ン・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
し
、
円
高
や

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
災
地
の
雇

用
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

若
年
雇
用
の
減
少
や
企
業
誘
致
に
頼
る

現
状
な
ど
、
こ
れ
ま
で
抱
え
て
い
た
問

題
が
、
震
災
に
よ
っ
て
一
層
、
表
面
化
し

た
と
も
言
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
で
経
済
基
盤
を
整
え
、

雇
用
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
同
時
に
、

大
学
側
で
も
学
生
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
ほ
か
の
地
域
で
も
活
躍
で

き
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
の
「
偏
っ
た
地
元
志
向
」
が
変
化
。

震
災
が
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

福島大学　総合教育研究センター
キャリア開発教育研究部門
職業心理学　教授
五十嵐　敦さん
             あ つし

も
選
考
も
延
び
、
卒
論
に
も
影
響
を
き
た

し
て
い
る
」（
関
西
大
学
）な
ど
、
学
業
に
ま

で
影
響
が
及
ん
だ
学
生
も
い
た
。
ま
た
、「
同

じ
業
界
で
も
選
考
開
始
時
期
が
バ
ラ
バ
ラ
に
。

複
数
か
ら
内
々
定
を
も
ら
っ
て
も
満
足
の
い

く
活
動
に
な
ら
な
い
と
思
う
」（
東
京
理
科

大
学
）と
考
え
る
学
生
も
多
く
、
選
考
期
間

が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
考
の
遅
い

企
業
を
あ
き
ら
め
る
べ
き
か
悩
む
状
況
も
。

　

2
番
目
に
多
か
っ
た
震
災
の
影
響
は
、「
企

業
か
ら
の
連
絡
、
採
用
情
報
の
遅
延
」
。

62・６
％
の
学
生
が
影
響
を
受
け
た
と
感
じ
て

い
る
。「
選
考
の
長
期
化
は
仕
方
が
な
い
が
、

企
業
も
早
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
す
べ

き
だ
と
思
う
」（
高
知
大
学
）と
の
声
が
。

　

ま
た
、「
交
通
手
段
の
乱
れ
に
伴
う
移
動
へ

の
支
障
」の
影
響
を
32
・３
％
の
学
生
が
受
け

て
い
る
。
被
災
地
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
の

計
画
停
電
な
ど
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
被
災
地
の
学
生
は
、「
実
家
が

地
震
で
全
壊
し
、
経
済
的
に
厳
し
い
」な
ど
、

金
銭
的
に
も
苦
し
む
ケ
ー
ス
が
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
前
向
き
に
考
え
る

学
生
は
い
る
。「
選
考
が
遅
れ
、
時
間
が
空
く

こ
と
で
準
備
を
す
る
期
間
を
確
保
で
き
た
」

（
北
海
道
大
学
）、「
選
考
期
間
に
ム
ラ
が
で

き
た
こ
と
で
、多
く
の
企
業
を
受
け
ら
れ
た
」

（
早
稲
田
大
学
）と
い
う
学
生
も
。
ま
た
、「
被

災
者
や
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
選
考

時
期
の
変
更
や
延
期
な
ど
、
不
安
を
乗
り

越
え
な
く
て
は
と
、
頑
張
る
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
」（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）

な
ど
、
考
え
方
の
変
化
も
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
就
職
活
動
に
関
す
る
相
談
相
手
は
、「
友

人
」「
家
族
」「
大
学
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
・
就
職
部
」が
ト
ッ
プ
３
。
こ
う
し
た
学

生
た
ち
の
就
職
活
動
を
支
え
る
大
学
側
の

取
り
組
み
は
実
際
に
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？　

東
北
学
院
大
学（
宮
城
県
仙
台
市
）

と
福
島
大
学
に
話
を
聞
い
た
。

企業の採用スケジュールの変更

企業からの連絡、情報提供の遅延

交通手段の乱れに伴う移動への支障

企業の採用中止

大学の学事日程・学事暦の変更

自分から企業への連絡の遅延

他の活動への支障（大学の授業、バイト、サークル等）

内定取得企業からの内定取り消し 

その他

83.3％

具体的な影響

学生

62.6％

32.3％

28.6％

23.1％

13.2％

採用活動のスケジュール変更で、活動を
中止せざるを得ず、意欲をなくす学生や
不安感を増す学生も少なくはなかった。

12.6％

0.9％

2.1％

被災地学生の心理

学生

※2011年4月22日〜5月3日にリクナビ2012の会員に実施した
「就職活動に関するアンケート調査」より引用。被災地（青森県、
岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県）に現住
所がある大学生：N=126。

就職活動に関する情報が、
不足なく 入手できている
のかどうか不安

住まいを失った、交通手段がないなど物理的な理由で就職
活動を続けることが困難な学生も、20.6％にのぼった。

61.1%

ほかの地域の学生と比べ、
 不利になるのではと思う 47.6%
心理的な理由で、
就職活動を続けるのが困難 21.4%

（複数回答）
（複数回答）
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2013年卒予定者の就職環境・今後の傾向を大予測！
2013年卒の採用広報・就職活動は2カ月遅れてのスタートとなったが、実際にはどう変化するだろうか。
震災後の現状や、日本経団連による「採用選考に関する企業の倫理憲章」の改定による影響は？

企業、学生、大学…さまざまな角度の意見から、今後の傾向を予測する。

　

２
０
１
３
年
卒
も
約
９
割
の
企
業
が
新
卒

採
用
を
実
施
す
る
予
定
だ
が
、
２
０
１
２
年

卒
と
比
較
し
て
採
用
基
準
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。
企
業
の
回
答
で
は
、「
２
０
１
２
年
卒
並

み
」が
74
・
７
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

回
答
の
2
割
近
く
、
18
・０
％
は「
厳
し
く
な

る
」と
し
て
お
り
、「
緩
く
な
る
」と
い
う
企
業

は
全
体
の
わ
ず
か
０
・８
％
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
採
用
基
準
に
つ
い
て
、
従

業
員
の
規
模
別
に
見
る
と
、
５
０
０
０
人
以

上
の
企
業
で「
２
０
１
２
年
卒
並
」が
68
・
６

％
、「
厳
し
く
な
る
」が
17
・
６
％
、
３
０
０
人

未
満
の
企
業
で「
２
０
１
２
年
卒
並
」が
76
・

５
％
、「
厳
し
く
な
る
」が
17
・
３
％
と
な
る
。

採
用
基
準
に
お
け
る
傾
向
は
従
業
員
の
規

模
別
で
は
、
大
差
は
な
か
っ
た
。

　

採
用
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
59
・２
％
の
企
業
が「
採
用
数
に

満
た
な
く
て
も
求
め
る
人
材
レ
ベ
ル
は
下
げ

な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
数
３
０
０
人
未
満
の
企
業
で
62
・
８

％
、
５
０
０
０
人
以
上
の
企
業
で
53
・１
％
と
、

若
干
の
差
が
見
ら
れ
た
。「
採
用
数
を
満
た

す
た
め
に
基
準
を
見
直
し
、
柔
軟
に
対
応
す

る
」と
い
う
企
業
は
、
全
体
で
７
・
４
％
に
と

ど
ま
り
、
厳
選
採
用
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

で
は「
採
用
数
に
満
た
な
く
て
も
求
め
る

人
材
レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い
」と
回
答
し
た
企
業

は
、
実
際
に
採
用
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
予
定
な
の
だ
ろ

う
か
？　

最
も
多
か
っ
た
の
が「
基
準
を
下

げ
ず
に
中
途
採
用
か
ら
補
充
」で
40
・
３
％
に

の
ぼ
っ
た
。
ほ
か
に
は「
既
卒
者
か
ら
補
充
」

が
14
・
９
％
、「
第
二
新
卒
か
ら
補
充
」が
14
・

４
％
で
続
い
た
。
ま
た「
基
準
を
下
げ
ず
に

正
社
員
採
用
以
外
か
ら
」と
い
う
回
答
も
14
・

１
％
あ
っ
た
。

採
用
予
定
数
に
満
た
な
く
て
も

求
め
る
人
材
レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い

厳しくなる

2012年卒と比較した
採用基準

企業
2013年卒も
新卒採用を実施予定

18.0%
実施予定

92.9%
従業員総数の規模別でも、300人
未満の企業で17.３％、5000人以
上では17.６％が「厳しくなる」と回答
している。

全体の9割以上の企業が新卒採用を
実施予定。経団連の倫理憲章改定
を背景に、採用スケジュールの開始
時期は遅くなり、短期化する傾向が
強くなる。

企業

厳しくなる　18.0％

緩くなる　
0.8％

採用数を満たすため基準を
見直し、柔軟に対応する
7.4％

採用数に満たなかった
場合の対応

企業
従業員総数300人未満の企業の
62.8％が「求める人材レベルは下げ
ない」と回答。5000人以上の企業
は53.1％と若干の差が。

未定（その時の
状況による）
33.5％

採用数に満たなくても求め
る人材レベルは下げない
59.2％

未定　6.4％

2012年卒並
74.7％

基準を下げずに中途採用から補充

基準を下げずに既卒者から補充

基準を下げずに第二新卒から補充

基準を下げずに留学生から補充

基準を下げずに正社員採用以外から

40.3％

14.9％

14.4％

5.1％

14.1％

求める人材レベルは下げない

59.2%
その場合の対応予定　 （複数回答）
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2013年卒予定者の就職環境・今後の傾向を大予測！

2012年 3月　5日（月）　21：30　KDup

　

で
は
、
実
際
に
厳
選
採
用
を
実
施
す
る

企
業
は
、
学
生
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
？　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
２
０
１
２
年
卒
の

採
用
に
お
け
る
企
業
の
学
生
へ
の
評
価
ポ
イ

ン
ト
と
、
学
生
の
自
己
評
価
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
両
者
の
相
違
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
は

応
募
学
生
に
対
し
、
企
業
の
評
価
が
高
い
項

目
を
見
て
い
く
。ト
ッ
プ
は「
仕
事
へ
の
熱
意
」

で
、「
十
分
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
十
分
」で

51
・
３
％
。
次
い
で「
学
力
」が
僅
差
の
50
・
１

％
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
学
力
に
対
す
る

企
業
評
価
は
、実
は
悪
く
な
い
の
だ
。
し
か
し
、

「
業
界
研
究
」「
企
業
研
究
」「
仕
事
・
職
種
研

究
」に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も「
不
十
分
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
不
十
分
」の
計
が
３
割
を

超
え
て
い
る
。
学
生
に
は
企
業
の
活
動
や
、

仕
事
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
努
力
と
と
も

に
、
自
分
の
将
来
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
学
生
の
自
己
評
価
に
お
い
て
も
、

企
業
と
同
様
に「
働
く
意
欲
」の
項
目
が
最

も
高
く
、「
十
分
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
十

分
」合
わ
せ
て
55
・７
％
。
企
業
が
評
価
し
て

い
る「
学
力
」に
つ
い
て
は
、「
十
分
」「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
十
分
」が
35・
6
％
で
、「
不
十
分
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
十
分
」を
2
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
評
価

の
低
か
っ
た「
業
界
研
究
」「
企
業
研
究
」「
仕

事
・
職
種
研
究
」に
つ
い
て
は
、、
学
生
も
約

４
割
前
後
が「
不
十
分
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
不
十
分
」と
回
答
。
企
業
の
採
用
活
動
が

短
期
化
す
る
中
、
業
界
・
企
業
研
究
に
使
え

る
時
間
も
限
ら
れ
る
た
め
、
２
０
１
２
年
卒

の
学
生
よ
り
も
２
０
１
３
年
卒
の
学
生
の
状

況
は
厳
し
い
。
学
生
は「
そ
の
企
業
で
働
く

意
義
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
」を
し
っ
か
り
と
掘

り
下
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

応募学生に対する
企業の評価

企業

働く意欲　　　　　　　仕事への熱意
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分
学力
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

将来のビジョン
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

自己分析
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

業界研究
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

企業研究
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

仕事・職種研究
十分

どちらかというと十分
どちらともいえない

どちらかというと不十分
不十分

学生の自己評価

学生

6.8％18.3％
44.5％

33.4％
13.8％

1.6％

12.8％
37.3％
35.3％

12.8％
1.8％

2.5％
23.1％

46.6％
25.4％

2.5％

3.5％
30.5％

45.4％
19.5％

1.0％

2.7％
25.9％

37.5％
30.2％

3.6％

3.5％
29.5％

34.7％
27.7％

4.5％

2.3％
21.5％

43.9％
28.4％

3.8％

37.4％
22.0％

15.0％
7.3％

8.1％
27.5％

30.8％
25.4％

8.2％

7.0％
21.1％

27.3％
31.0％

13.6％

8.0％
32.2％

23.3％
23.6％

12.9％

5.8％
25.7％
23.7％

29.0％
15.8％

5.9％
27.3％
26.9％
26.1％

13.8％

5.6％
27.4％

30.7％
23.3％

13.0％

熱
意
、
学
力
へ
の
評
価
は
高
い
が

業
界
研
究
や
企
業
研
究
が
不
十
分

（それぞれ単一回答）（それぞれ単一回答）
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2011年度にインターンシップを
実施した企業

実施した

39.0%
4割近くの企業が実施。実施理由の
中には、「採用を意識し、学生を見極
める」「企業のイメージアップ」と回答
する企業も2割程度あった

企業

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
就
業
体

験
は
、
学
生
が
働
く
こ
と
や
業
界
を
理
解

す
る
き
っ
か
け
に
有
効
と
言
わ
れ
、
２
０
１

１
年
度
は
39
・
０
％
の
企
業
が
実
施
。
学
生

の
参
加
率
は
22
・
５
％
で
、
約
5
人
に
１
人

が
参
加
。
そ
し
て
参
加
学
生
の
10
人
に
1

人
以
上
が
参
加
企
業
に
入
社
予
定
と
い
う
。

経
団
連
の
倫
理
憲
章
の
改
定
は
企
業
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
言
及
し
、「
学
生
に
就
業

体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
実
施
す

る
」「
採
用
選
考
活
動
と
一
切
関
係
な
い
こ
と

を
明
確
に
し
て
行
う
」と
い
う
姿
勢
を
促
す

が
、企
業
全
体
の
考
え
方
と
は
一
致
す
る
の
か
。

　

２
０
１
１
年
度
の
企
業
の
実
施
目
的
で
は

「
就
業
体
験
の
機
会
提
供
に
よ
る
社
会
貢

献
」と
回
答
す
る
企
業
が
7
割
以
上
で
ト
ッ

プ
。「
業
界
・
仕
事
の
理
解
促
進
」と
回
答
し

た
企
業
も
7
割
近
く
、
倫
理
憲
章
の
考
え

　

私
た
ち
の
会
社
は
、
1
5
0
の
国
籍

を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
年
齢
や
性

別
の
差
別
な
く
、
平
等
に
働
く
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
で
採
用
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

各
国
の
事
情
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
の
在
り
方
も
異
な
り
ま
す
が
、

学
生
に
実
社
会
を
体
験
し
て
も
ら
う

「
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
る
」と
い
う

目
的
は
同
じ
。
ま
た
日
本
だ
け
で
な
く

多
く
の
国
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
制
度
を
利
用
し
た
学
生
は
、

数
日
間
〜
一
週
間
か
け
て
社
内
で
社
員

と
働
き
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
事
業
内
容
を
知
り
入
社
後
の
自
分

の
仕
事
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
採
用
す
る
私
た

ち
も
、
学
生
の
資
質
に
加
え
て
現
場
で

の
対
応
を
考
慮
に
入
れ
た
人
事
、
適
材

適
所
の
配
置
が
で
き
る
の
で
、
双
方
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の

効
果
は
、
社
員
全
員
が
入
社
後
に
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
ず
一
日
目
か
ら
力
を
最
大

限
に
発
揮
す
る
こ
と
に
確
実
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
学
生
は
、
学
問
や
知
識
の
レ

ベ
ル
は
も
の
す
ご
く
高
い
の
に
ビ
ジ
ネ
ス

社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く
機
会
が
少
な

い
の
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
学
で
の
勉
強
の
一
環
に
、
も
っ
と
実
践

的
な
企
画
を
通
す
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
私
の
母
国
、
イ

ン
ド
で
は
、
多
く
の
学
生
が
学
士
課
程

修
了
後
に
修
士
課
程
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
勉

強
し
、
自
分
が
い
か
に
有
益
な
人
材
で

あ
る
か
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
学
生
は
、
自
分
に
何
が
で

き
る
か
よ
り
、
何
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
か

と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
仕
事
へ
の
忠
誠
心
は
強
い
で
す

し
、
学
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
染
ま
っ
て
い
な

い
分
、
斬
新
な
発
想
が
生
ま
れ
る
と
い

う
利
点
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
で
す
。
変
革
に
は
社
会
全
体
の
取

り
組
み
と
長
い
月
日
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
利
用
は
、

学
生
に
と
っ
て
実
際
の
企
業
の
空
気
に

触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

P
＆
G
を
は
じ
め
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
機
会
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
分
が
企

業
や
社
会
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
を
見

極
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
と
企
業
が
お
互
い
を
理
解
し
合
え
る
、

適
材
適
所
に
不
可
欠
な
プ
ロ
セ
ス

プロクター・アンド・ギャンブル・
ジャパン株式会社
ヒューマンリソーシズ
人材採用・開発グループ
シニアマネージャー
ラトゥール・ゴッシュさん

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に

意
義
を
感
じ
る
企
業
が
増
加
傾
向

方
と
一
致
の
方
向
だ
。
２
年
連
続
で
実
施
し

た
企
業
の
う
ち
、
２
０
１
０
年
度
と
比
較
す

る
と
、
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
し
た
り
、
対

象
を
広
げ
た
り
し
た
企
業
は
約
２
割
。
そ
し

て
内
容
を
変
更
し
た
企
業
も
２
割
程
度
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
義
を
感
じ
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

学
生
の
参
加
目
的
も
企
業
の
考
え
と
マ
ッ

チ
し
て
お
り
、
1
位
の「
仕
事
理
解
」が
64
・

０
％
、
2
位
の「
業
界
理
解
」も
54
・８
％
で

過
半
数
に
。
同
様
に
、
参
加
し
て
良
か
っ
た

点
も「
仕
事
内
容
」「
業
界
」を
具
体
的
に
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
回
答
が
ト
ッ
プ
２
。

ま
た
、
全
体
の
半
数
近
く
が「
職
場
の
具
体

的
な
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」と
し
、
約
４
分
の
１
の
学
生
は「
自
分
の

ス
キ
ル
を
見
極
め
ら
れ
た
」と
回
答
し
て
い
る
。

　

で
は
具
体
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

う
企
業
の
意
義
と
は
何
か
？　

Ｐ
＆
Ｇ
ジ
ャ

パ
ン
と
ワ
ー
ク
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
話

を
聞
い
た
。

2010年度と比較した2011年度の
インターンシップの変更状況

企業

2011年度の実施期間は「1週間以上２週間未満」が最も多く、
45.５％。２０１０年度と比較すると、「1日」が4.6ポイント減少し、

「3日以上、1週間未満」が4.4ポイント増加している。

受け入れ人数

対象者

期間

内容

増やした
22.1％

同じ
64.5％

減らした
13.4％

広げた
18.8％

同じ
72.9％

絞った
8.3％

増やした
10.5％

同じ
86.3％

減らした
3.2％

変更した
21.7％

同じ
78.3％

（それぞれ単一回答）
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2013年卒予定者の就職環境・今後の傾向を大予測！

2012年 3月　5日（月）　21：30　KDup

　

現
在
の
世
界
と
日
本
を
比
べ
る
と
、

「
人
材
」に
お
い
て
大
き
な
差
が
出
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
日
本
に
も
優
秀
層
の
学

生
は
い
ま
す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
型
の
教
育

を
受
け
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
大
手
志
向

の
就
職
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
大
手
企
業
も

高
度
経
済
成
長
期
の
こ
ろ
と
同
様
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
と
づ
く
組
織
型
の
育
成

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
、
現
在

の
日
本
は「
組
織
の
中
で
活
躍
で
き
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
型
の
優
秀
層
」は
い
て
も
、

「
個
人
と
し
て
世
界
に
通
用
す
る
能
力

を
持
っ
て
い
る
優
秀
人
材
」が
非
常
に
少

な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
の
日
本
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
世
界
情
勢
に
対
応
し
き
れ
ず
、
国
際

競
争
力
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
企
業
に
は「
個
人
の
能
力
に

頼
ら
な
い
組
織
」を
つ
く
る
よ
り
、「
個
人

の
高
い
能
力
を
集
結
」す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義

は
、
学
生
に「
自
分
の
仕
事
に
お
け
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
」に
対
す
る
気
づ
き
を
与
え
、

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ひ
と
つ
の
課
題

に
対
し
、
問
題
解
決
の
種
の
発
見
か
ら
、

解
決
に
向
か
う
ア
イ
デ
ア
の
発
想
、
実

際
に
具
現
化
す
る
実
務
能
力
ま
で
、
個

人
の
能
力
の
す
べ
て
が
問
わ
れ
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い

世
界
に
向
き
合
い
、
自
分
の
中
に
眠
る

問
題
解
決
を
遂
行
す
る
能
力
を
発
見
・

発
掘
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
と
し
て
も
学
生
の
能
力
を
見
極
め

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
効
率
の
い
い
選

考
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
し
て
認
め
ら
れ
た
学
生
に
入

社
パ
ス
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
拘
束
力

は
な
く
、
本
人
の
入
社
意
思
に
任
せ
て

い
ま
す
。
当
社
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

経
済
全
体
の
た
め
、
学
生
に
気
づ
き
を

与
え
、
若
い
人
材
の
能
力
を
底
上
げ
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
認
め
ら
れ
た

学
生
が
、
自
分
の
発
想
力
や
実
行
力
を

も
っ
て
社
会
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
、

世
界
に
通
用
す
る
人
材
と
な
る
。
そ
ん

な
未
来
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
の
日
本
を
支
え
る
人
材
を

世
界
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル
へ
と
高
め
た
い 株式会社ワークスアプリケーションズ

代表取締役
最高経営責任者（CEO）
牧野正幸さん

2012年卒の学生の
インターンシップ参加率

参加した

22.5%
「大学3年生」を実施対象とするもの
が8割以上で、次に多かったのが「大
学院１年生」で3割程度。大学1年生
向けは16.2％、大学2年生向けは
27.2％の企業が実施。

学生

仕事理解

業界理解

企業の事業内容理解

自分のスキルの見極め

64.0％1位

2位

3位

4位

5位

54.8％

42.1％

36.5％

19.8％

インターンシップの
参加目的ベスト5

学生

インターンシップ参加企業
に入社する学生

13.7%

学生

企業・職場の
雰囲気を知る

「仕事理解」「業界理解」がトップ２。
インターンシップに参加する学生は、
仕事や業界の研究を視野に入れてい
る。また、2割弱の学生が「自分のス
キルの見極め」も意識。

65.5％1位

2位

3位

4位

5位

参加して良かった点
ベスト5

学生

仕事内容を具体的に
知ることができた

この結果から、企業の7割が実施目
的に挙げる「業界・仕事への理解促
進」に効果があることがわかる。

インターンシップに参加した企業
とは異なる企業に入社予定　
86.4％

インターンシップ参加企業に入社予定
13.7％

業界について具体的に
知ることができた

企業・職場の雰囲気を
知ることができた

企業の事業内容を
具体的に知ることができた

自分のスキルを
見極めることができた

57.9％

47.2％

38.1％

25.4％

（複数回答）

（複数回答）
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採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

２
年
度
に
比
べ
て
46
・
２
％
の
企
業
が「
遅
く

な
る
」と
回
答
。
う
ち
93
・４
％
の
企
業
が
そ

の
理
由
を「
倫
理
憲
章
の
改
定
の
影
響
」と

し
て
い
る
。
ま
た
、
期
間
に
つ
い
て
も「
短
く

な
る
」と
回
答
し
た
企
業
が
43
・１
％
。
う
ち

74
・１
％
は
同
様
に「
倫
理
憲
章
の
改
定
の
影

響
」を
理
由
の
１
位
に
挙
げ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も「
倫
理
憲
章
の
改
定
」
と
は
、

学
生
の
本
分
で
あ
る「
学
業
に
専
念
す
る
十

分
な
時
間
を
確
保
」す
る
た
め
、
採
用
選
考

活
動
の
早
期
開
始
の
自
粛
を
促
し
た
も
の
。

就
職
活
動
の「
長
期
化
」や「
早
期
化
」に
歯

止
め
を
か
け
る
目
的
で
改
定
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
実
質
的
な
強
制
力
は
な
い
。
事
実
、

採
用
時
期
が「
早
く
な
る
」と
答
え
た
企
業

の
51
・
６
％
が「
よ
り
優
秀
な
人
材
の
確
保
」

の
た
め
と
回
答
。
採
用
期
間
が「
長
く
な
る
」

と
答
え
た
企
業
の
51
・０
％
が「
倫
理
憲
章
の

改
定
の
影
響
」と
回
答
し
て
い
る
。
総
じ
て

企
業
ご
と
に
採
用
時
期
や
期
間
に
バ
ラ
ツ
キ

が
出
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
変
更
要
因
が
あ
る
も
の
の
、

採
用
時
期
、
期
間
と
も
に
２
０
１
２
年
度
と

「
同
じ
」と
答
え
た
企
業
が
各
々
35
％
前
後
あ

っ
た
た
め
、
全
体
的
に
は
昨
年
度
並
み
の
採

用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
も
し
く
は
多
少「
短
く
」

「
遅
く
」な
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
、
あ
く
ま
で
調
査

時
の
も
の
。
定
性
的
に
は
、「
採
用
活
動
の

長
期
化
を
覚
悟
し
て
い
る
」と
い
う
企
業
の

声
も
あ
る
。
た
と
え
早
期
に
内
々
定
を
出
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
他
社
か
ら
内
々
定
を

得
た
学
生
か
ら
辞
退
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。「
内
々
定
・
内
定
出
し
」し
た
人
数
と

「
実
際
の
採
用
数
」が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る

ケ
ー
ス
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
０
１
３
年
卒
の
採
用
活
動
は

短
期
化
の
傾
向

2013年卒の
採用スケジュールの見通し

企業

遅くなる

46.2%
経団連発表「倫理憲章」では、新卒採
用の広報活動開始時期が12月1日以
降と定められた。そのため、「遅くなる」
と回答した会社は46.2％。倫理憲章
に強制力はないが、全体的には採用
活動が遅くなる傾向があると思われる。

時期

短くなる

43.1%
採用開始が「遅くなる」と回答した会社
が多かったためか、43.1％の会社が、
期間が「短くなる」と答えた。また、「同
じ」と答えた会社が34.0％であることを
併せ考えると、期間は短期化の傾向
にありそうだ。

期 間

早くなる　13.2％

　　

次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
話
題
が「
グ
ロ
ー
バ
ル
採

用
」で
あ
る
。
２
０
１
３
年
卒
を
対
象
に
、

「
日
本
の
大
学
・
大
学
院
を
卒
業
す
る
外
国

人
留
学
生
の
採
用
を
実
施
す
る
予
定
が
あ

る
企
業
」は
33
・０
％
。
ま
た「
海
外
の
大
学
・

大
学
院
を
卒
業
す
る
外
国
人
学
生
の
採
用

を
実
施
す
る
予
定
の
企
業
」は
15
・８
％
。
こ

れ
ら
は
予
定
企
業
数
で
あ
り
、
単
純
な
比

較
は
で
き
な
い
が
、
２
０
１
２
年
卒
で
の
採

用
予
定
実
績
で
は
、「
海
外
の
大
学
・
大
学
院

を
卒
業
す
る
外
国
人
学
生
に
内
定
を
出
し

た
企
業
」は
２
・４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
２
０
１
２
年
１
月
に
は
、
東
京
大
学

が
入
学
時
期
を
春
か
ら
秋
へ
の
全
面
移
行
を

検
討
し
て
い
る
と
発
表
し
、
衆
目
を
集
め
た
。

そ
の
大
き
な
理
由
の
一つ
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
で

の
競
争
力
を
鑑
み
た
結
果
」だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
で
は
、
実
際
に
20
年
以
上
前
か
ら
秋

入
学
枠
を
設
け
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）は
、
秋
入
学

の
成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
採
用
活
動
の「
短
期
化
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」を
考
え
た
と
き
、
学
生
に
は「
就
職
活

動
へ
の
集
中
力
」と「
外
国
人
学
生
に
も
負

け
な
い
意
欲
」、
加
え
て「
低
学
年
か
ら
の
プ

レ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
自
己
醸
成
」

が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
、
採
用
人
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合

の
対
応
と
し
て
、「
採
用
数
に
満
た
な
く
て

も
求
め
る
人
材
レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い
」と
回
答

し
た
企
業
が
59
・２
％（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）も
あ

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
い
か
に
学
生
時
代
を

有
意
義
・
有
益
に
過
ご
し
、
人
と
し
て
成
熟

し
た
か
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
就
職
活
動

成
功
の
カ
ギ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同じ　37.0％
遅くなる
46.2％

未定　3.6％

長くなる　14.7％

同じ　34.0％
短くなる
43.1％

未定　8.2％

グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
は
増
加
傾
向
。

学
生
同
士
の
競
争
が
激
化
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慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）は
多
様
性
の
あ
る
人
材
が
切

磋
琢
磨
す
る
環
境
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

主
目
的
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
創
設
時（
１
９
９
０

年
）よ
り
総
合
政
策
学
部
と
環
境
情
報

学
部
で
９
月
入
学
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

創
設
22
年
を
経
た
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
完
全
に
達
成
さ
れ
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
帰
国
生
、
留
学
生
な
ど
海
外

高
校
出
身
者
の
受
け
入
れ
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、一
般
に『
若
者
が
海

外
に
行
か
な
く
な
っ
た
』と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
両
学
部
か
ら
毎

年
約
30
名
が
海
外
留
学
を
し
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
セ
メ
ス
タ
ー
制
導
入
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
り
、
一
施
策
の

み
の
効
果
を
評
価
す
る
の
は
困
難
で
す

が
、
９
月
入
学
制
度
が
海
外
出
身
者
の

受
け
入
れ
や
日
本
人
留
学
生
の
送
り
出

し
を
円
滑
に
す
る
大
き
な
要
素
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
入
学
生
が
国
内
で
就
職
活
動
を

す
る
場
合
は
、
１
学
年
下
の
４
月
生
と

同
時
期
に
就
職
活
動
を
行
う
の
が
一
般

的
で
す
。
９
月
入
学
生
が
就
職
で
不
利

に
な
っ
た
と
い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
。
卒

業
か
ら
就
職
ま
で
半
年
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
タ

ー
ム
が
生
じ
ま
す
が
、
海
外
留
学
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
有
意
義
に
活
用
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
希
望
す
る
場
合
は
在

学
期
間
を
半
年
延
長
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
が
、
学
費
の
負
担
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
、相
当
の
努
力
が
必
要
で
す
が
、３・

５
年
卒
業
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
の
運
営
面
で
は
４
月
入
学
と
９

月
入
学
の
併
存
と
卒
業
時
期
の
柔
軟
化

に
よ
り
事
務
処
理
が
煩
雑
に
な
り
、
コ
ス

ト
面
の
負
荷
が
大
き
い
の
が
課
題
。た
だ
、

コ
ス
ト
に
見
合
う
価
値
は
あ
る
と
現
状
で

は
判
断
し
て
い
ま
す
。
留
学
生
と
の
交

流
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を

歩
む
友
人
と
刺
激
し
合
い
、
力
強
さ
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
真
の
意
味
で
の
国
際

競
争
力
を
育
む
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

東
京
大
学
が「
秋
入
学
」に
向
け
て
大

き
く
動
き
、
日
本
の
大
学
の
国
際
競
争

力
強
化
を
め
ぐ
る
議
論
に一
石
を
投
じ
ま

し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
で
の
検
討
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
経
験
が
秋
入

学
に
つ
い
て
の
大
学
界
全
体
で
の
建
設

的
な
議
論
に
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
よ
り
９
月
入
学
枠
を
設
立
。

多
様
性
の
確
保
に
寄
与
し
て
い
る

慶應義塾大学
総合政策学部長
國領二郎さん

2013年卒での
グローバル採用の実施予定

企業

日本の大学・大学院を卒業する

外国人留学生の採用を実施予定

33.0%

海外の大学・大学院を卒業する

外国人学生の採用を実施予定

15.8%

2012年卒での採用予定実績

企業

日本の大学・大学院を卒業する

外国人留学生を採用

24.4%
海外の大学・大学院を卒業する

外国人学生を採用

2.4%
実際に、2012年卒向けの新卒採用
を行った結果、外国人学生に内定を出
している企業の割合。外国人留学生
の採用は増加傾向に。 採用にもグロ
ーバル化の波が押し寄せているようだ。

実施予定
33.0％

実施しない予定　
44.7％

未定　22.3％

実施予定
15.8％

実施しない予定　
57.8％

未定　26.5％

外国人学生の採用を予定している企業の割合
は、左の採用予定実績に比べ、かなり多い。
特に、海外の大学・大学院を卒業した外国人学
生の割合が伸びており、言語など職場のコミュ
ニケーションの課題も出てきそうだ。
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リーマン・ショックの影響で、ここ数年落ち込んでいる大卒の求人倍率。しかし、
2012年卒向けの調査では、「超氷河期」と言われる2000年のように1倍未満にな
ることはなかった。この調査は東日本大震災の前後に実施された。発表当時はま
だわからなかった、採用・就職活動への具体的な影響は？　本誌では、2012年卒
の学生や企業の声も交えて紹介している。


